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研究成果の概要（和文）：本課題は、イギリスの帝国理念や、この理念を反映した制度および社会事業が帝国の
境界を超えて伝搬され、近代日本において展開をみた諸事例に注目し、この異帝国間伝搬のメカニズムを、日
本・イギリス双方の史料の検証によって解明することを試みた。
　近代日本は、自身をも含めた複数の帝国の力が重層的に作用する「間-帝国」（trans-imperial）」領域であ
り、イギリス帝国の諸制度の伝搬はモデルを単純に後者に移植するものではなく、複数の帝国勢力が宗教や社会
活動のさまざまなネットワークを通じて重層的に干渉しあうなかで進行したこと、さらにこの作用はイギリス帝
国自身のあり方にも影響を与えていたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aims to analyse the cases of the patterns of trans-boundary 
influences of British imperial projects and ideas that propagated and developed in Modern Japan, 
especially in its imperial age.  To approach this aim, we investigated minutely historical documents
 both of Britain and Japan and re-examined their systems and constructions, particularly by focusing
 on the ‘trans-imperial’ feature of modern Japan.
 The conclusions are as follows: 1) The trans-boundary propagation of British imperial projects and 
ideas were not transported intactly, but proceeded under the complex relationships of emperial 
powers and networks of religious and social activities over the world. 2) Such interrelationships 
affected on Britain itself in their imperial age.  

研究分野：イギリス近代史　イギリス社会史　イギリス帝国史　近代子ども史

キーワード： 帝国史　植民地主義　イギリス　日本　東アジア

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) わが国における20世紀初頭以降の西欧
史研究の中でも、イギリス帝国史研究は特に
活況を呈してきた領域であり、国際的評価に
たえる独自の成果を着実に積み重ねている。
その最大の功績は、長らく学界の内外で受容
されてきた「島国の一国史」という古典的イ
ギリス史像の転換であろう。 
複数のネイションからなる複合国家とし
ての本国と、広範な海外領土からなる帝国と
してのイギリス史理解はいまや常識として
定着したし、さらに近年では学際的な関心を
集めている国際組織としての「コモンウェル
ス」がひとつの重要な論点と位置づけられ、
その機能や役割の分析からポスト帝国時代
の世界史の再構築も試みられている。 
 
(2) しかしこのような新しい潮流にあって
も、いまだその前提であり続けているのは、
帝国を、本国の植民地支配、ないし植民地の
被支配という「タテ」の支配関係を基軸にと
らえる伝統的理解である。本課題の研究チー
ムは、この伝統的な帝国理解の基軸の再考に
一貫して取り組んでいる。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本課題の研究チームは、まず平成 24-26
年に、課題「19 世紀イギリスの植民地間ヒト
移動と帝国ネットワークの形成」（課題番号
24520851）において、イギリス帝国の基層部
におけるタテならぬ「ヨコ」の関係、すなわ
ち帝国と帝国を結ぶヒト（人間）移動の検証
から、横断的な帝国ネットワークの存在と機
能の解明を試みた。本課題はその成果として
判明した、ヒト移動の高度な越境性という特
色を着想の起点としている。 
 
(2) 「イギリス帝国」は、政治的支配領域
としての帝国の境界はもとより、圧倒的なイ
ギリスの経済的・文化的支配領域として位置
づけられるその周辺地域―いわゆる非公式
帝国―のフロンティアをもしばしば越えて、
行政システムや統治理論、チャリティをはじ
めとする社会事業、そして福音伝道というか
たちで伝搬された。 
 
(3) 本課題の特色は、分析概念として、複
数の帝国の力が重層的に作用する「間-帝国
（trans-imperial）」に注目することである。
間帝国的領域としての「近代日本」のケース
について分析・検討することで、イギリス帝
国史、ならびにグローバルな帝国史研究に、
またグローバル・ヒストリーとしての日本近
代史にたいしても、新たな視座を提言するこ
とが、本研究の目的である。 
 
 

３．研究の方法 
 
(1) 研究計画を遂行するための研究体制 
本研究は、19 世紀中期から 20 世紀初頭にか
けての、イギリスから日本への帝国的諸事業
や思想の伝搬と展開の様態の解明が目的で
ある。事業や思想など、伝搬の対象によって、
以下のような分担体制をとって各自で資料
の収集と分析を進めた。 
 
吉村真美(研究代表者)―少年団運動、帝国
プロパガンダ 
中沢葉子(研究分担者)―女性宣教師によ
る福祉事業、教育 
水谷 智(研究分担者)―イギリス・日本の
植民政策 
 
メンバーは、イギリス帝国史ならびに日本
帝国史の研究動向を把握しつつ、海外・国内
において資料収集を行って、それぞれのテー
マについてのその分析・研究を進めた。 
 
(2) 成果の発信と学際的議論 
本課題の性格から、間帝国研究の焦点とし
ての日本の重要性を、国内・海外の学会にお
いて帝国史研究者にむけて発信することを
重視し、海外学会における講演、報告を行う
とともに、総括となる公開シンポジウムを計
画した。 
また、教育・福祉をはじめとする社会制度
やジェンダーの問題への関わりが深いこと
から、女性史をはじめとする学際的共同研究
のプロジェクトにも積極的に参加し、本課題
とその成果の意義を広く提起した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)分担研究の成果 
 
吉村真美（研究代表者） 
 吉村は、①少年団運動、ならびにこの運動
やメディアを通じて行われた②青少年を対
象とした帝国プロパガンダの日本への伝
搬・発展を分担した。 
ボーイスカウトに代表される各種の少年
団運動は、際立って愛国的・民族主義的な様
相を持つ半面で、その「国民」の育成にあた
っての青少年期の重要性への関心や、組織と
しての活動理念、運営・活動方法などの諸点
において普遍性を持っており、国際的拡張や
連携・交流をともないつつグローバルな動き
として展開したことが特色である。 
イギリス少年団運動の日本への伝搬につ
いては、帝国プロパガンダ的諸要素の受容に
際してそのキリスト教色が重要な論点とな
ったこと、またこの動きを後押しした海外諸
教派の教義や活動方針の影響が、台湾をはじ
めとする日本帝国の植民地における青少年
活動においても大きく影響したことを明ら



かにした。 
 
中沢葉子（研究分担者） 
中沢は、①イギリスの女性宣教師の日本での
伝道、ならびに②彼女たちが行った社会福祉
事業や教育、の分析を分担した。 
帝国建設の主体が男性であったことは、イ
ギリス帝国史をジェンダーから理解するう
えでの重要な大前提ではあるが、近年注目さ
れているのは、彼らがしばしば妻や家族とし
て帯同した女性たちが、帝国文化の形成には
たした役割である。中沢は、男性宣教師の妻
やその予備軍であることも多かった女性宣
教師が、帝国外の日本において、とりわけ女
性や子ども、貧困層を対象とする福祉事業や
教育を推進した事例に注目した。 
とりわけ今日の社会問題にもつながる母
子関係や子育てをめぐる理念について、イギ
リス帝国植民地の状況も視野に入れつつ、プ
ロテスタント諸教派の日本における教育・福
祉活動について明らかにした。 
 
 水谷 智（研究分担者） 
 水谷は、植民政策全般を分担し、とりわけ
①イギリス植民政策の日本帝国への伝搬と
受容、②他の近代帝国の植民政策にたいする
イギリス帝国の知識と見解について精査し
た。 
水谷はとりわけ、植民地主義と反植民地主
義の歴史的展開について、イギリスの植民地
であったインドと、日本の植民地であった朝
鮮をとりあげ、本課題の理論的枠組みである
「間-帝国」の視点からの実証研究に取り組
み、その相互の影響について明らかにした。 
 
(2)本課題全体としての成果 
上記のような成果は、グローバル・ヒスト
リーとしての帝国史・日本および東アジア近
代史研究の学界に提示し、大きな反響を得た。
（招待講演、Satoshi Mizutani,”Remembering 
trans-imperial anti- colonialism: the 
recent Korean commemoration of Indian and 
Canadian critics of Japanese rule”, 
Colonial Memories: Comparative 
Perspective on German, Japanese, and 
Korean Cases”, 2015 など）そこでこれらの
地域の近代史を「間-帝国」概念によって再
考せんとのねらいから、本課題の関心とも通
じる駒込武氏の論考『世界史のなかの台湾植
民地支配―台南長老教中学校からの視座』
（岩波書店、2015）を糸口に、日本史・東ア
ジア史研究者をひろく海外からも招へいし
た学際的な議論を展開する以下のシンポジ
ウムを、課題全体の総括として開催するにい
たった。 
 
「＜はざま＞から再考する帝国史」 
(Rethinking Imperial Histories from the 
Realm of in-between)、日英帝国史合同プロ
ジェクト、本課題主催、2017 年 7 月 16 日、

同志社大学、使用言語：日本語。 
また、本課題と共通する関心領域のさらな
る展開として、ジェンダー、教育、家族の日
英間比較等に関連する共同プロジェクト「近
代化・女性・家族」の企画にも参画し、本課
題として、以下の 2つの公開国際シンポジウ
ムを主催した。 
 
① 'The Origins and Impact of "Child 
Removal" in Britain and Beyond'、合同プ
ロジェクト「近代化・女性・家族」、本課題
主催、2017 年 4 月 15 日、同志社大学、使用
言語：英語。 
② 'Rethinking Feminism through Global 
History'、合同プロジェクト「近代化・女性・
家族」、本課題主催、2017 年 10 月 28 日、同
志社大学、使用言語:英語。 
 
課題全体としては、申請時に想定していた
日英両国の相互関係の解明というテーマ以
上に、地理的・学問的領域の広がりをもつ学
際研究との接点と展望を得られた、きわめて
実りある成果を得たと考えている。 
本課題の成果に基づく今後の展望として
は、「間-帝国」の枠組みと構造から、従来「先
進国」で確立した定型モデルの移植として理
解されてきた思想・理念社会事業の非欧米圏
における展開を再考し、越境的かつ重層的な
影響力と広範なネットワークを特色とする
近現代世界のグローバル・ヒストリーの、新
たな視角からの構築に寄与してゆきたいと
考えている。 
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